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人生解釈革命（ヨハネ9:1-7）
　たまに障害者として生まれたことによって、自分自身を悲観的に思い、自ら自分の命を断ってしまったという悲しいニュースを耳にするときがあります。「なぜ私はこのように生まれてきたのか」とつぶやき、また不満、それに対する恨みなどを持っている人は、その人の人生の成長がそこでとどまるようになります。それから、その人の人生そのものが美しいものになるということは期待できないでしょう。どこかで曲がってしまった、そのような者にならざるをえません。なぜ、私だけがこのような思いをしなければいけないのか。なぜ、今の私はこのような大変な目に遭っているのか。こういう状況に置かれているのかと、それが文句になり、心からの不満になっている人は、決して、美しい人生を生きるということは期待できないのではないでしょうか。それは、そのような外見、いろいろな事情をどのように見るのかという解釈の問題だと思います。それが嫌なので、そういう人は別の解釈があるのではないかと思って、あらゆるいろいろなところを叩いて求めるようになります。そして、せいぜいその人がキャッチできるのは「そうだ。このように生まれ、このような問題を抱えている、このような悩みを抱えているにもかかわらず、これに負けないで一生懸命、明るく頑張ればいいのではないか」というのがせいぜいです。もちろん、落胆しあきらめるよりはそちらの方が望ましいかもしれません。でも、そうだとしても、その人が自分の持っているもの、自分が抱えている様々なことに対しての解釈は根本的になにも変わっていません。実は世界中、どこに行ってもこの解釈を根本的に変えることができるものは見当たりません。それに遭遇することはできません。結局、そのような解釈を持っているまま、それに捕らわれて、形がどんな形になるか関係なく人生を生きるしかないのではないでしょうか。人々は自分なりの基準をもって、こう言ったことに対しての見解、なにかの解釈をするようになります。

今日の聖書を見ていても、生まれつき目の見えない人を見て、弟子たちはその人を無視するためでもありません。当たり前に聞きました。「この人がこのように生まれつき盲人になってしまったのはこの人の責任でしょうか。あるいは親の罪なのでしょうか」と。それがユダヤ人の考え方、見解です。そのようになにかに対して人生そのものの解釈というものを持っています。だいたい、世の中の人々は、それに対して因果応報という価値観を持って見るようになります。だれかのせいで、なにかの理由があって、このようになってしまったのではないかと、そこを超えることができません。その結果、それぞれの人生の外見を見ながら、肉体的な様々な条件を見ながら差別をしたり、程度がどれくらいの程度なのか、またどのような形に現れるかは別にして、優越感を持つようになるか、高慢になるか、あるいは反対に劣等感を持って悩むかのように走るしかありません。だれのため、だれのせいで、だれの罪によってこうなってしまったのでしょうか。それ以上の解釈が見当たりません。そこで世の中の人々は、それは仕方がない、運命や宿命として受け入れてあきらめてしまうのが一つのパターンです。どちらにしても結局はその人が持っているものに対して捕らわれるようになり、せいぜいできるのが、そこからどうにかしようとして努力すること以外にはなにもできません。それが世の中の限界であり、精一杯なのです。そのような中で人々はお互いを見ながら、自分もそう思い、他人を見るときもそのような目線で見て人生を生きているのではないでしょうか。たぶん、今日の聖書に出ている生まれつき目が見えない人も、自分で自分のことを考えるときにも「私が悪い人間だから。私の先祖が何か悪いことをしたから」と思っていたでしょう。周りから見るときもそのような見方で見ていたと思います。それが結果として同情に現れるか、裁きに現れるか、助けに現れるか、あるいは遠ざかってしまうか、いろいろな反応は予想できますが、どちらにしても見方はそのような見方です。これが人生の解釈の限界であり、この世の限界というものです。また、強いて申し上げれば、これが人生の限界というものではないでしょうか。幸い、今、その目が不自由な人、また弟子達がそれに対して質問をするのがイエス様の前でした。そこでどちらの罪かと聞かれたときに、どちらかの罪だとお答えしないで、彼らが予想だにしていない、世の中にはその答えがどこに行っても見当たらない答えをイエス様がおっしゃったのです。そのようにイエス様のおことばをぜひ聞いていただきたいと願います。つまり、イエス様の前に持っていったときには、世の中では見当たらない、世の中では見ることができなかった解釈が聞こえてくるようになるということが、今日の聖書のお話です。皆、勉強のあるものでもないものでも、結局、なにかの解釈をもってそれ以上なにもないと思うのです。皆がなにかの解釈の中に閉じ込められています。しかし、イエス様の前にその人生を立たせたときに、予想だにしていない、世の中にはない、想像をはるかに超える解釈が生まれてくるようになります。それをこのような言葉で表現したいと思います。

人生の解釈の革命ではないでしょうか。今までにはありません。ハーバード大学に入っても、それを聞くことができません。どんなに有名な人に聞いても導き出せない答えです。それがイエス様の前に立たせたときに、イエス様の前に持っていったときに、今まで聞いたことがない、まるで創造のわざのような解釈が聞こえてくるようになるということを、私たちは今日の聖書を通して確認できるようになります。今までどんな解釈をして、どのような見方をしていたのか関係なく、そのすべてをイエスの前に持っていってください。イエスの前に立ててみてください。そうすると、今まで努力して頑張っても聞くことができなかった、天の御声が聞こえてくるようになります。人生の解釈の革命が聞こえてくるようになります。イエス様はこのようにおっしゃっています。「彼の罪でもない。お父さんの罪でもない。それは彼をとおして、彼の中に神のわざを現すためにそのようなことがあったのです」と。皆さんは今までそのような解釈を見たことありますか。聞いたことがありますか。どこに行っても、そこまではないと思います。せいぜいそこまでだと皆思っています。しかし、不思議なことです。イエス様の前に持っていきますと、それをはるかに上回って、それをすべて打ち破って、それを超えてしまう新しい解釈が聞こえてくるようになります。彼が生まれつき盲目だったのは、つまり、自分でも不幸だと思っているし、周りからもなぜあのように生まれてきたのか、なぜあの人にはあのような大変なことが、辛いことが、悲しい人生などがあるのかと思われていたものが、神のわざを現すためのものだったと全部がひっくり返されるようになります。今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、皆さんの人生、自分自身を振り返って、皆さんの中でそのような素晴らしい神様のわざが現れることを体験していただきたいと願います。
そうすると、見方が変わります。世の中を見る目も変わります。残りの生涯を見る目も変わります。今も神様は私たちにそのようなことを成していらっしゃるということを覚えていただきたいと思います。皆さん、なぜ私はこのように大変な目に遭ったのでしょうか。なぜ他の人にはない辛い経験が私にはあったのでしょうかと思いながら、思い出したくもないし、同時に忘れられない辛い記憶として皆さんの中に残っているものはないでしょうか。それに対して、皆さんはどのように解釈してそれをどのように対処してきたのでしょうか。また、今現在もどのように対処していらっしゃるのでしょうか。それが皆さんの人生、精神、思い、すべてを圧迫するものになるということ知っていただきたいと思います。そこから抜け出さないといけません。そこにとどまっていてはいけません。そこは人生を幸せにする解釈はありません。そこから抜け出してイエス様の前に立ってみてください。そうすると、それほど辛い、それほど悲しい、なぜと涙を流していたことに対して、神の御声が、天の御声が聞こえてきます。それはあなたに神のわざを現すために許されたものなのだと。悲しいことでも、辛いことでも、不幸でもなんでもない。それは逆に神様のすばらしいわざ、最高の人生の宝を手に入れるためのプロセスであり、家庭に過ぎないものだったという声が聞こえてきます。その解釈の上に立たない限りは、頑張るとしても一生そのことに対して奴隷になって生きるしかありません。神様は私たち人間がそのような奴隷の状態で人生を生きて苦労することを望まれない方です。それで神様は今もおっしゃっています。イエスの前に来なさい。イエスの前にすべてを持ってきなさい。あなたがたの解釈は全部、崩れて、その解釈が全部砕かれるようになります。新しい創造的な解釈がそこにあります。神のわざを現すために。サタンは今も人々に向かって、特にクリスチャンに向かって、偽りの攻撃をやみません。そうではない。いいことではない。あなたにはそのような悲しい過去があったでしょう。あなたはなぜその親元で生まれたのか。なぜそのような体で生まれてしまったのか。なぜあなたの人生の中でそのような辛い経験などがあったのか。ずっとそれに捕らわれるように、偽りの攻撃をやまないでずっとし続けます。それに騙されないようにしてください。イエスの前に持っていくしかありません。そこにしか世の中では見られない、今までにあったすべての解釈から自由になって、すべての解釈が全部砕かれる創造の解釈がそこにのみあります。神のわざを現すためにそれがあったのです。ぜひ、皆さん自分自身に対して、また周りの人に対しても同じでしょうが、持っていた解釈、それを全部捨てる、そのような幸いな礼拝になることを祈りたいと思います。なにがあったのでしょうか。今現在、どんな状況なのでしょうか。どのような悩み事を抱えていらっしゃるのでしょうか。それに対して、皆さんはどのような解釈をしていらっしゃるのでしょうか。神のわざを現すために。神様は神様のわざを現すためには何でもなさる方です。それより大切なものはないですから。
神のわざは何でしょうか。神様は私たち人間が、神のかたちにつくられた祝福の存在だったのに、罪を犯し悪魔と仲間になって、知らないで神を裏切り、結局、いのちの根源である神様から離れ、永遠に戻ることができない滅びの運命に捕らわれるようになったということをだれよりもご存知な方です。その中にいるから、多くの人が偶像崇拝をしながら、精神的にも肉体的にも苦しみ、人生そのものが結局は失敗し虚しい人生を送るしかないとなってしまったことをご存知です。神様はそのような罪人である、自ら神様から離れてしまった人をとても愛しておられ、そのままほっておかれないで、そこから救い出すことを神様は望んでおられます。それが神様のわざです。人が救われない限りはなにがどう変わろうが滅びる運命のままですから、それでは人は幸せでもないし、人に良いことがなにもないと神様はよくご存知なので一つだけを神様は絞ってなさろうとしました。人を救おうと。人を救い出さなきゃと、そのことのために神様は一つのことを約束されました。救いのために他には方法はまったくないので、キリスト、メシヤを送ることによって、このすべての罪を許され、すべての原因である悪魔のしわざを完全に打ち壊して、私たちをその滅びの運命から引き上げ救い出すことを神様は約束されました。それを実行に移されました。それを神の愛と言います。キリストによって私たちは救われると。そして、神様のわざは、その約束がそのとおりに成就するようになさいました。いろいろなことがありましたが、神様は邪魔されないでそれを成就されました。キリストが実際、世に来られました。それをゴスペルと言います。それが喜びの知らせ、福音と言います。その来られたキリストを、これから信じることさえあれば、皆、神様の願いの願いである救いの祝福に預かるようになるということです。その来られたキリストが、実は今日、目の不自由な人をいやされましたイエス様で、そのイエス様がキリストなのです。だから、イエス様が希望中の希望、唯一の救い主、約束の主人公であるそのキリストですということが知らされ分かるようになること、それが神様のわざです。そうすることによって救われるので。それ以外には救いの道はありません。神様はこのことのために人それぞれの人生をもって、神様の主権の中で、私たちの願いと計算どおりではなく、様々なことをなさり、人生のストーリーを作っていきます。理由はひとつだけしかありません。人が救われるためです。救いより大切なものありません。皆さんの人生にある宝物を全部、集めてささげても救いにはかないません。救いは得られないものです。オンリーキリストによってのみ、救いの祝福、いのちの祝福は与えられます。それを神様は私たちに与えようとしています。そのために大切なのはキリストにしか道がありません。イエスがそのキリストだということを知らない限りは、救いの希望はないでしょう。神様のわざはイエスがキリストだということに気づいて、それがその人に知らされることによって、正しくイエス様をキリストとして信じるようにさせること、これが神のわざです。実はこのことのために、この人は生まれつき盲目の人として生まれてきたのです。生まれたときに正常に生まれた人は何でしょうか。その人はまたその人なりにそのようなストーリーを神様が用意してつくられます。この人の場合は、なぜ生まれつき盲目に生まれてきたのでしょうか。なんのためにでしょうか。イエスがキリストだということに気づき、イエス・キリストを信じることによって、その人は根本から癒され、救いの祝福に預かることのためにそのように生まれてきました。人生の宝の宝、ダイヤモンドを得るためにそのようなことが許されあったということです。これがイエス様の前に立たされたときに選べる解釈、聞こえてくる天の御声です。

そして、その天の御声、新しい世の中にはない天の解釈によって、今まで地上で世の中にあったすべての解釈、それによって私たちは脳細胞に刻まれ悩まされていたと思います。その解釈が全部崩れる解釈です。そのような解釈を聞いたことがありますでしょうか。私は実は母親が私が小さい頃に私から離れて亡くなってしまいました。小さい子どもの心の中で何か整理はきちんとつきませんが、「私はなぜ母親がいないのか。他の友達には両親が皆いるのに、なぜ私にはいないのか」とずっとそれが私のハンディキャップになり、またハンディキャップだと思っていました。それがよくよく考えてみると、自分のそのときまでの人生を動かして、人生に影響を与えていたものです。だから、私は自分自身が劣等感を持つしかない存在だと思っていました。タイヤが４輪で走っていれば、皆、タイヤが４つの車に乗っているのに、私は１つのタイヤ抜けているような車に乗って人生を生きていると思っていました。それが私の解釈でした。ある日、イエス様の前に立ったときに、それが私の人生に飢え渇きを覚えさせることによって、イエスがキリスト、イエスが私の人生の答えだと気づいてもらうためのプロセスだったのです。だから、イエス様の前に立って、イエス・キリストを受け入れてからは、「今までハンディキャップや他の人と比べて悲しい、不幸だと思っていたこと、その事件が私にとって逆に良かったものですよ。ラッキーだったね。もし母親が早く私から離れなかったら、私はどうなってしまったのだろうと。もし生まれつき盲目として生まれなかったら、私は人生最高の宝、イエス・キリストのいのちを見失ってしまったのではないか。もし私が小さいときに性的な虐待を受けることがなかったなら、もし私が小さいときに交通事故に遭って、障害者になることがなかったら、私は人生最高の宝、いのちの祝福、キリスト、イエスを見失ってしまったのではないかと解釈するようになります。神様はなにが一番大切なものなのかよくご存知です。そして、人生の中で皆さんが何をどのように大事にしていらっしゃるのかわかりませんが、いのちの祝福、イエス・キリスト、救いの祝福より、大切なものはありません。すべてはそのために神様が動かして許されたものです。だれかのせいでしょうか。いまだに心の中にくやしい憎しみ、恨みなどの気持ちをそのまま維持していらっしゃるのでしょうか。それは全部壊していかないといけません。そのことによって結局、人と比べることになり、劣等感を持つようになるか、あるいは高慢になってしまうか、どちらかにならざるをえないでしょう。そう言った人生からは「もうごめんですよ。さようなら」を宣言しなければなりません。なぜでしょうか。だれがなんと言おうが、イエス様の前に立ったときに聞こえてきます。「それはあなたに最高のプレゼント、救いの祝福を与えるために許されたプロセスなのです」と。そのような解釈が聞こえてくるのは、イエスの前の他にはありません。この生まれつき盲目の人はこのときのために今までの人生がありました。イエス様に出会うために、イエス様と出会って、イエス様がそれを宣言され、つばきをして泥を作って両目につけました。いろいろな解釈があります。つばきで泥を作ったというのは、イエス様がこれから十字架でそのような形で死なれるということを現すという解釈もあります。とにかく、それでシロアムという池の方に行って「洗いなさい」と言われました。シロアムという池が前からずっとありましたが、名前が「遣わされたもの」という意味があります。だれが遣わされたものでしょうか。神から遣わされたもの、キリスト、救いのための人生最高の祝福、救いのプレゼントのために神様が遣わすことを約束され遣わされた方キリストを意味するものではないでしょうか。生まれつき盲目だったことのゆえにその人はキリスト、イエスの十字架が自分の痛いところをいやす体験をするようになり、遣わされた者、キリスト、イエスをとおして洗い流され、きよめられるということを体験するようになりました。そのためにその人にあったものです。それ以外の解釈は全部無視してください。自分もそうだし、周りの人も、また自分を気にかけてくれる方も周りにいらっしゃるかもしれません。そのような人たちもよい思いでいろいろなことをおっしゃるかもしれません。それに正解はひとつもありません。覚えておいてください。ひとつしかありません。それは悲しいことでも、辛いことでも、不幸でもなんでもない。だれかのせいでもない、だれかの間違いでもない。だれかが悪いから、良いからでもない。人生の中で、宇宙の中で、一番大切な宝、いのち、救いの祝福、それが得られるために許された過程なのです。だから、良かったものです。そのすべてをもって感謝するようになるでしょう。
皆さんの祈りに支えられて、沖縄の後続のキャンプに行ってきました。サタンの働きなのか、本キャンプのときより雰囲気がだいぶ変わっていて、いろいろな邪魔が入りました。また祈らされるようになりました。でも、そう言ったすべては結局は益となることを私は信じています。だいぶ予定より遅くなって一人の姉妹と会いました。この間行ったときにはじめて受け入れた方ですが、彼女の告白です。「日本に来て、今１年くらいなのですが、最初はなぜ私はここに来たのだろう。知り合いもいないし、言葉も通じない。車の運転もできない。沖縄は電車もないので動けないといろいろな思いで、毎日お酒を飲んでアルコール中毒のような状態になっていました。それで３か月に１回、韓国に戻り、１か月くらい旦那さんを残して暮らし、また戻るという繰り返しでした。また、そのような辛い思いをぶつけるところは旦那さんしかいないので、旦那さんと毎日、喧嘩をしたりする地獄のような生活でした。でも、この間、受け入れたあと、このように考えるようになりました。もしかしたら、いろいろ辛いことがあったのは確かですが、イエス・キリストを受け入れるこの祝福のために、私は沖縄に送られてきたのではないかと思うようになりました」と話しました。それで「もしかしてではなく、そのとおりです。これがだんだんあなたの思いの中で濃くなり、強くなって『そうか。知らないでお酒ばかり飲んでいたのですが、それはよかったことなのですね』」となると言いました。そして、当時、彼女は旦那さんが軍人なのであちこちに移動します。また知らない地域に何回行けばいいのかという思いで怖かったのですが、今回、母親が韓国から日本へ３日間くらい遊びに来たのですが、お母さんに言ったそうです。「お母さん。前はこういう思いだったけれども、これからはどこに転勤になって移動しても私は大丈夫だと思うよ」と。感謝が違います。彼女に言いました。今全部わからなくても、もう一つ、あなたが大丈夫だというのはもちろんであって、それだけではなく、この救いの祝福の意味がわかればわかるほど、あなたがあちこち移動すること自体が神様のすばらしい祝福であり、すばらしい答えがどんどん広がるということで希望と期待をもって楽しみにして、たぶん動くようになるだろうとそこまで言いました。それが私たちの解釈です。イエス様の前に立ったときに、その解釈がすべて変わります。これが解釈の革命というものです。
そして、今申し上げましたように、このような解釈にとどまらないで、よくよく考えてみると、これから残りの生涯、今までの人生とはまったく次元の違う、新しい人生を歩いてもらうために許されたものです。まったく新しい人生です。今までの辛い、不幸、大変だった「何で」と思っていたそのすべてが、これからの人生、新しい光に輝く人生の土台となります。その土台にするために許されたものです。なぜ私は小さい頃に、家庭内にいろいろなややこしいことがたくさんあったのか。それはこれからイエス・キリストに会って、すばらしい新しい人生のための土台です。それで、これから残りの生涯、最高に価値ある人生を生きてもらうために、この人には生まれつき盲目の問題が許されていました。それが私たちの解釈です。それが天の御声です。なぜ小さい頃、その親元で生まれこのような苦労をするのでしょうか。なぜ私にはこのような悲しい事件があったのでしょうか。その理由は、それを土台にして、これからイエス・キリストとともに残りの生涯は今までの人生とは違う、最高に価値ある人生を歩いてもらうために、それがあったものなのです。聞いたことがあるでしょう。昔、アン・サリバンという人がいました。この人は精神病にかかり精神病院に入院していました。人生なんと辛かったでしょうか。でも、そこでイエス・キリストと出会って、救いの祝福に預かるようになりました。それから、この人は退院した後、心から神様にお祈りしました。「私も知らないであのような辛い思いをしました。精神病院の中には同じように苦労している人がたくさんいますが、私は先に経験しましたので、これを生かして彼らを助ける残りの生涯を生きていきたいです」。それが土台となって最高に美しい人生を生きることになりました。もし、その人が精神病で辛い経験がなかったならば、そのような新しい人生はあったでしょうか。そのためにあったものです。もし私が小さいときから裕福な家庭で何の不自由もなく、温かい喧嘩もない家庭で順調に育ったとすれば、今私は他の人のように出世のために、成功のために、家庭の平和と安全のために頑張って、せいぜい頑張って社会貢献のために生きる人生になったでしょう。けれども、私の人生は変わりました。永遠に変わらない、永遠の星のように輝く福音宣教のために生きる人生に変わったのです。なぜかというと、自分でも、周りからも不幸だと思っていたことが私にあったからです。それは、それを土台にし、次元のまったく違う、神の国、神の願いを叶えるための人生を生きるようになるのです。そのために許されたものです。これからは人を生かす人生を生きるようになります。これがイエス様の前に立ったときに許される解釈です。ほとんどのクリスチャンが、クリスチャンとして感謝はしているのですが、実際にイエス様のこの祝福が、つばきで作った泥を目につけられたように、シロアムに行って洗い流されたように、具体的に自分の辛い部分などに貼られていないので、具体的に適用されていないのです。具体的にそれを取り上げて避けずに、心のどこかに閉まっておかないで、傷として、トラウマとしてどこかに捕らわれていないで、それを全部取り出してそこにつばきをしてイエスの十字架の福音をつけてみてください。解釈を変えないといけません。新しい創造の解釈です。それは神様のわざを現すためです。そして、これから残りの生涯、世の中の頑張る人とは次元がまったく違う人生を生きるために許されたものです。なんと感謝でしょうか。それで学生さんにもよく言います。人生が終わるころに後悔しないように。今気づいて、「うっかりしていたら私は国会議員、会社の社長、ＩＴ関係のコンサルタント、大統領をして人生が終わるところだった。大変だったね。伝道と福音宣教の祝福を知らないまま」とびっくりしながら驚かないといけません。そのような人生のために私たちに許されていたものです。なぜ生まれつき盲目だったでしょうか。周りも本人も持っていた解釈が全部崩れて、それはイエスがキリストだということを現すためでした。そのイエス様と出会ってからあなたの残りの生涯が、次元が違う、福音宣教のために生きる人生になるために許されたものだったのです。なんと感謝でしょうか。

最近、そういう思いがします。神様が目に見える部分でも、肉体的な部分でもいろいろ祝福されるでしょう。でも、本当の幸せはキリストの霊が私の中に宿っていることが幸せではないのか。そのキリストの霊に豊かに満たされること、それが許されていることは幸いではないのか。満たされることさえあれば私はそれが救いです。私は私のように土の器のような、みみずのようなみじめな人間が、イエス様のように変わり、イエス様しかできないこと、イエス様がなさることを私がやるようになる。自分の人生はそのようなものだとは何とびっくり驚く幸せでしょうか。だれがどのように努力し、どのように頑張ればイエス様のようになり、イエス様がなさることができる存在になれるのでしょうか。とんでもありません。とんでもありません。救いの他にはありません。でも、救われたというのはそのすべてが全部、総合的にあるものです。なんと幸いでしょうか。そのために生まれつき盲目として生まれてきたのです。そこに捕らわれる理由があるでしょうか。
メッセージをまとめたいと思います。これは非常に大切だと思います。解釈が変わっていないと、その人がなんと言おうが関係なく、そのことに対しては捕らわれの奴隷です。そうする必要がありません。あったことを変えることはできません。だからといって、わざと解釈を都合のいい方にしましょうと言うことではありません。イエス様の前に立ったときに、霊的な事実がわかったときに、今までの解釈がでたらめで、本当の解釈が見えてくるということです。その解釈を握ることによって、誤った解釈から自由になります。傷など持つ必要がありません。それによって自分自身を見下したり、高慢に思ったりする理由もありません。すべてがキリストと出会うために、いのちの救いを与えられるために、残りの生涯、他の人がまたいのちの祝福に預かることのために許されたことです。前にも申し上げたと思いますが、結局そこまで解釈を持っていかないといけないのですが、あるとき、東京大学にキャンプのために韓国から来られた先生と一緒に行きました。日本人のクリスチャンの学生さんと一緒でした。そのとき、韓国の先生が日本人の先生に聞きました。「専攻はなにをしているの」。「行政学です」。「ああ、そうですか。なぜ行政学を学ぶの？」。「公務員になりたいのです」。「そうですか、志がしっかりしているね。なぜ公務員になりたいと思うの？」。「日本の国は公務員によって左右されると思うので、公務員が変わらない限りは日本の国は希望がないと思います」。二十歳ちょっとの人間がものすごい志を持っていて、やはりクリスチャンらしいなと私も感心したのですが、その先生はもう一つの質問をされました。「そうですか。それではあなたのような志を持っている先輩が今までたくさんいたでしょう。公務員の世界にいっぱい入ったでしょう。一万人くらい出たとすれば、最低、その中の百人くらいがあなたのような志を持っていたとしましょう。それ以上になると思いますがそうでしょう」。「はい」。そこまでは彼は堂々とお返事をしていました。「それで数多くの先輩がそのような志を持って出たにもかかわらず、日本の社会は変わったと思う？」。そこから、答えに詰まりました。「変わっていないよね。逆に悪い方向に行っているのではないのか。公務員が悪いとか、公務員で頑張るということが悪いというわけではありません。また、公務員はやることがいっぱいあって、それをやらないといけません。しかし、それでは答えになりませんでした。その同じ後を、結局、答えではない後をただ立派な志があるからといって、それが正解とは限りません。そこに行こうとしているのか。特にその志を持っている方々はほとんどがノンクリスチャンです。ノンクリスチャンでも立派な志はあります。ただあなたはクリスチャンとしてなにが違うのか」。答えに詰まります。その先生が言いました。「私はこう思うよ。クリスチャンは公務員になるべきだと思う。しかし、それはあなたが志しているその理由と正反対です。公務員の世界に入って、公務員にお証しするためです。公務員では日本は変わりませんということをお証しするためにです」。そうでしょう。これがこれからの次元の違う新しい人生です。その人生を皆さんに生きてもらうために、皆さんの人生の中で様々な、生まれつき盲目のようなことがひとりひとりいろいろなストーリーがありました。このためです。次元の違う人生です。お医者さんを目指している学生さんにも言いました。「なぜお医者さんになりたいと思うの」。「かわいそうな病んでいる多くの患者さんを助けたいのです」。「立派な志だね。でも、もう一つ聞きましょう。未信者の中でもお医者さんを目指している人はそのような志をほとんどが持っているでしょう。ヒポクラテス精神に基づいて。ならばクリスチャンのあなたがお医者さんになるのは未信者とどこが違うのですか」。皆それで良いと思うのです。本当にそうでしょうか。そのために皆さんの子どもたちにお金をかけて、祈りをかけて育て、良い学校に行かせようと頑張っていらっしゃるのでしょうか。彼に言いました。「クリスチャンがお医者さんになるのは医者の世界に入って医学では人間は絶対に癒されませんということをお証しするためにお医者になるのではないのか。医者に言うために医者にならなければならないので、それにプラス、それを言うためには説得力のある立場に立たないといけないから、最高に頑張って最善を尽くし、医者の世界のトップに立とうとしているのがクリスチャンです。それが理由であって成功のためにトップに立つわけではありません。単なる成功のためのトップ、サミットであれば、別にいらないものです」。それほどキリスト以外には希望がないし、キリストによる救いより大切なものは世に存在しません。ですから、神様は人々に、人は理解できない場合もありますし、本当に辛い経験をするのでしょうが、そのすべてを主権の中で許されることによって、最高の価値である救いの祝福を与えようとしていらっしゃるのです。それならば、救われた皆さんの残りの生涯はなにをしても、どの分野に入っていても他の人にこの最高のいのちの祝福、救いの祝福が与えられることのために皆さんは生きています。医者として、デザイナーとして、音楽家として。なぜ音楽家になろうとしているのでしょうか。音楽をとおして神の栄光を現すために。もちろんあります。ある人は音楽をとおして病んでいる心をいやすヒーリングの働きをしたいと言います。もちろん、立派な考えです。でも、クリスチャンが音楽を学ぶのは最終的には文化の改革がありますが、その前に音楽では人は絶対に癒されないということを音楽の世界でお証しするために音楽家になるのです。キリスト以外に癒しがあると思いますか。キリスト以外に救いと幸せと希望があると思いますか。それならば私たちはクリスチャンとしての基本が揺れていることです。行いが正しいかどうかはずっとあとの話です。このような思いと答えを持っている人がどこの分野でも、どこの大学でも、そこに一人でも入っていればその人は祈りが変わるでしょう。その一人がいません。皆が、世の中の人が望んでいること、求めていること、そのために祈っているのです。そうしないために、次元が違う人生を生きてもらうために、せっかく神様が生まれつき盲目の試練も許されたのに変わっていません。人生の解釈、革命を起こしてください。他の人の人生の前に、自分の人生に対して解釈に革命を起こしてください。
それで皆さんがこのメッセージを握っているのであれば、過去を含めて今現在、どのような状況であってもそこから暗いもの、闇を全部取りはがしてください。一切、イエスの前で暗いものは存在しません。何一つ傷として残してはいけません。だれが悪いということもありません。なにかが悪い、なにかのせいというのもありません。全部取りはがしてください。怖いですか。今までそのせいにしてやっと支えられてきたのに、それを取りはがすことによって支えが無くなることを恐れているのでしょうか。勇気を出してください。今までの解釈を全部取りはがしてください。それでイエス様の前に立って、解釈の革命を起こしてください。そこで真の福音を発見し癒しの機会を持つようにしてください。それで残りの生涯、皆さんの人生の意義、方向を神の願いにあわせましょう。それが幸せです。一生懸命頑張る人、最善を尽くしている人、まじめな人、正義をまっとうする人などは世の中にいっぱいいます。私たちはその次元で生きるものではありません。神の国ために、神の願い、人々の救いのために生きる者です。その方向性をしっかりと変えるようにしましょう。そうすると、皆さんの残りの生涯に聖書に約束されているとおり、病人に手を置けば病人が癒され、イエスの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けないというような神の奇跡が現れるようになるでしょう。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。弟子たちは生まれつき盲目の人に対して、自分の罪なのか、両親の罪なのかという解釈に捕らわれていました。世の中にはその解釈の限界に捕らわれて、そこから抜け出すことができないまま奴隷として皆苦しみ生きています。イエスの前に立ったときに今まで聞いたことのない天からの声が聞こえてきました。神のわざを現すために、イエスがキリストであることを示すために救いの祝福を与えられ、新しい神の国を歩いてもらうために許されたプロセスであることを今日確認しました。この解釈を自分の人生に当てはめて、解釈に革命を起こすことによって真の癒しを強打し姉妹が体験できるように導いてください。心から感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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